
議会だより
No.210
9月定例会

2020 年

発行：2020年 11月1日

検 索戸田市議会 https://www2.city.toda.saitama.jp/gikai/　https://www2.city.toda.saitama.jp/gikai/　表紙：中学校の新人戦表紙：中学校の新人戦

令和元年度決算を認定　　　        ▶ ２45億2067万円を令和２年度に繰り越し！　

みんな輝く未来共創のまちへ
第５次総合振興計画を可決　　　 ▶ ５
令和３年度から始まる10年間の最上位計画について審査

戸田市議会議員定数　現状の26人を維持  　　   ▶ ８
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９月定例会は８月２４日から９月２４日までの３２日間の会期で開かれ、市長提出
議案等２８件と、議員提出議案 5 件、委員会提出議案 1 件が提出され、いずれも
認定･ 可決しました。また、補正予算に対し延べ１１人が質疑し、決算認定 1件、議
案 1件について4 人が討論を行いました。

4 日間にわたる一般質問では、２０人の議員が活発な論戦を展開しました。
また、今定例会では「戸田市第５次総合振興計画審査特別委員会」が設置され、

令和３年度から１０年間のまちづくりを進める上での最上位計画の基本構想について
審査が行われました。（５ページを参照）

令和２年

9 月9 月
定例会定例会
8月 24日～
　9月 24日
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会
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会
計
合
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せ
て
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０
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２
０
６
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万
円
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令
和
２
年
度
に
繰
り
越
し
！

万
円
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令
和
２
年
度
に
繰
り
越
し
！

令
和
元
年
度
決
算

令
和
元
年
度
決
算
をを
認
定
認
定

▲歳入のうち、前年度と比べて最も増加したのは繰入金で、約13億549万円の増。一方、減となっ
た主なものは、繰越金が約３億4751万円の減。歳入に占める自主財源の割合は65.7％、依存財源
は34.3%。

▲歳出のうち、大きな割合を占めるものは、民生費が43.9％、教育費が16.2％、総務費が10.9％。
前年度比で、民生費は約10億7321万円の増。教育費は約41億3068万円の増。総務費は約７億
4518万円の減。

一般会計歳入　582億3055万円

一般会計歳出　545億3747万円

(注)①（　）は財政の健全化が必要とされる早期健全化基準を示す。 
②赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」
表示となります。

(注)特別会計は、国民健康保険など10会計の合計額。

219億 7138万円
（前年度比　1.4％増）

211億 4379万円
（前年度比　0.9％増）

歳  入

歳  出

単位％

比 率 名
実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

令和元年度 30年度
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（16.83）
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（16.80）
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■令和元年度 健全化判断比率 ■特別会計決算※

※千円単位は四捨五入

※千円単位は四捨五入

※千円単位は四捨五入

239億4955万円
88億5982万円
59億6088万円
47億6610万円
32億  383万円
31億    37万円
25億3598万円
21億6096万円

①民 生 費
②教 育 費
③総 務 費
④土 木 費
⑤衛 生 費
⑥公 債 費
⑦消 防 費
⑧そ の 他

296億2197万円
24億8436万円
24億4733万円
20億1024万円
16億8187万円
96億2037万円
33億2560万円
29億  859万円
24億6933万円
16億6090万円

①市　　　税
②繰 越 金
③繰 入 金
④諸 収 入
⑤その他自主財源
⑥国庫支出金
⑦市　　　債
⑧県 支 出 金
⑨地方消費税交付金
⑩その他依存財源

自 主

財
源依
存
財

源

①

②③
④⑤

⑥

⑦
⑧ ⑨

⑩

歳入

歳出 ①

②
③

④
⑤
⑥
⑦⑧

※健全化判断比率…自治体の財政の早期健全化や再生の必要性を判断するために定められた４つの指標

※いずれの会計も千円単位は四捨五入

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

24億 2395万円

22億   480万円

2億 8551万円

10億 6078万円

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

26億 7396万円

24億 4452万円

11億   578万円

17億 7605万円

下 水 道 事 業 会 計 決 算

水 道 事 業 会 計 決 算

令和元年度決算 監査報告

「すべての会計で健全財政を堅持」

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
、
突
発
事

象
へ
の
備
え
は
不
可
欠

酒
井　
郁
郎　
議
員

財
政
調
整
基
金
は
、
税
収
不
足
や

災
害
な
ど
の
突
発
事
象
へ
の
備
え
と
し

て
不
可
欠
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
市

か
ら
多
額
の
支
援
が
な
さ
れ
た
が
、
十

分
な
資
金
が
な
け
れ
ば
必
要
な
支
援

が
で
き
ず
、
弱
者
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
。

ま
た
、
①
首
都
直
下
地
震
、
荒
川

破
堤
に
よ
る
洪
水
等
、
本
市
固
有
の
リ

ス
ク
が
あ
る
②
一
部
の
大
型
事
業
所
か

ら
の
税
収
が
大
き
く
、
税
収
が
不
安
定

で
あ
る
③
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
自
治

体
と
比
べ
基
金
残
高
は
や
や
少
な
い
。

以
上
の
点
か
ら
も
現
状
の
基
金
残
高

は
過
大
で
は
な
い
。
見
か
け
上
、
毎
年

の
積
立
額
が
大
き
い
の
は
、
年
度
当
初

の
税
収
不
足
期
に
取
り
崩
し
を
行
い
、

年
度
末
に
積
み
立
て
直
す
と
い
う
資
金

繰
り
の
一
環
で
あ
り
、
問
題
視
す
る
要

素
は
な
い
。

公
共
施
設
等
整
備
基
金
は
、
将
来
の

財
源
が
見
込
め
な
い
以
上
、
施
設
維
持

の
た
め
最
低
限
の
積
み
立
て
は
必
要
。

【一般会計・特別会計】
一般会計の実質収支額は約34億2700万の黒字。歳入の
根幹である市税は、すべての税目が前年度と比べて増とな
った。特別会計の実質収支額は約５億6600万の黒字。
【水道事業会計】
収益的収支の純利益は約２億1900万円、前年度と比べ
て約1200万円の増。資本的収支の不足額は約７億7500万
円であり、損益勘定留保資金などで補てんされている。
【下水道事業会計】
収益的収支の純利益は約２億2900万円、資本的収支の
不足額は約６億7千万円であり、損益勘定留保資金などで
補てんされている。下水道事業会計における企業債の未償
還残高は約91億2600万円、支払利息は約１億4500万円と
なっている。
【審査の結果】
いずれの会計も健全財政が堅持されている。

小川代表監査委員

豊
か
な
財
源
を

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
回
す
べ
き

本
田　
哲　
議
員

本
市
は
①
就
労
人
口
の
増
加
や
法
人

市
民
税
な
ど
に
よ
る
安
定
し
た
税
収
入

②
財
政
力
指
数
が
１
・２
３
６
で
県
内

１
位
の
財
政
力
③
年
度
末
に
余
剰
金

18
億
円
を
基
金
積
み
立
て
④
実
質
収
支

額
34
億
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
す
⑤
良

好
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
る
か
を
示

す
実
質
収
支
比
率（
適
正
数
値
３
～

５
％
）
が
12
・
５
％
と
超
黒
字
で
あ
り
、

も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

回
す
こ
と
が
出
来
る
豊
か
な
財
源
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

令
和
元
年
度
は
、
笹
目
コ
ン
パ
ル
の
使

用
料
金
改
定
を
行
い
、
使
用
し
た
く
て

も
使
用
で
き
な
い
市
民
を
作
り
出
し
た
。

す
べ
て
の
市
民
が
使
用
で
き
る
使
用
料

に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
財
政
調

整
基
金
を
始
め
各
基
金
へ
の
積
立
総
額

も
、
総
務
省
調
査
に
お
い
て
貯
め
す
ぎ

と
さ
れ
る
数
値
で
あ
り
、
改
め
る
こ
と

を
求
め
認
定
に
反
対
す
る
。

討　
論

反
対

賛
成

◇
令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算　
認
定（
賛
成
20 
反
対
４
）
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特別委員会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

協
力
医
療
機
関
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

　
　助
成
金
の
詳
細
は
。

５
月
か
ら
10
月
の
間
に
実
施
し
た
、

市
民
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ

い
て
、
１
件
当
た
り
１
万
円
を
、
ま
た
、

陽
性
疑
い
を
含
む
患
者
の
入
院
受
け
入

れ
に
つ
い
て
、
１
人
当
た
り
10
万
円
を
、

市
内
の
医
療
機
関
に
助
成
す
る
。

み
ん
な
が
輝
く
未
来
を

創
造
で
き
る
計
画

む
と
う　
葉
子　
議
員

第
５
次
総
合
振
興
計
画
に
は
、
自
治

基
本
条
例
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す「
誰

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
」

の
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
、「
こ
の
ま
ち

に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
、
み

ん
な
が
輝
く
未
来
を
創
造
で
き
る
計
画

に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
受
け
止
め
て
い

る
。７

つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、
具
体
的

な
目
指
す
べ
き
姿
を
示
し
、
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
32
の
施
策
が
示
さ
れ
て

い
る
。
今
後
、
よ
り
具
体
的
な
施
策
と

な
る
よ
う
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。な

お
、
第
４
次
総
合
振
興
計
画
で
は
、

行
政
改
革
に
よ
る
公
共
料
金
の
値
上
げ

な
ど
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
、

市
民
か
ら
は
残
念
な
声
が
届
い
て
い
る
。

本
計
画
で
は
、
市
民
の
声
が
反
映
さ

れ
、
市
民
生
活
の
質
が
向
上
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算　

 

　
病
児
保
育
送
迎
シ
ス
テ
ム　
　

 

モ
デ
ル
事
業　
　
　
　
　
　
　

 

　
　モ

デ
ル
事
業
の
内
容
は
。

市
内
認
可
保
育
施
設
等
に
入
所
し

て
い
る
児
童
が
保
育
中
に
体
調
不

良
と
な
り
、
保
護
者
が
仕
事
の
状
況
等

か
ら
、
す
ぐ
に
迎
え
に
行
け
な
い
場
合
、

病
児
保
育
施
設
の
看
護
師
等
が
児
童
を

預
か
り
、
医
療
機
関
を
受
診
し
、
保
護

者
が
迎
え
に
来
る
ま
で
、
病
児
保
育
室

で
保
育
を
行
う
。

保
護
者
負
担
及
び
実
施
施
設
は
。

送
迎
シ
ス
テ
ム
に
係
る
費
用
負
担

は
な
い
が
、
医
療
機
関
の
受
診
費

用
と
、
１
日
２
千
円
の
病
児
保
育
室
利

用
料
の
み
負
担
し
て
い
た
だ
く
。
実
施

施
設
は
、
市
内
３
箇
所
あ
る
病
児
・
病

後
児
保
育
室
の
う
ち
、
医
療
機
関
に
併

設
さ
れ
て
い
る
「
戸
田
中
央
総
合
病
院

病
児
保
育
室
ひ
ま
わ
り
」
を
予
定
し
て

い
る
。

Ｑ ＱA A

▶︎
病
児
保
育
送
迎
シ
ス
テ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
図

主
な
議
案
の
質
疑

変
化
の
激
し
い
時
代
に

対
応
で
き
る
計
画

矢
澤　
青
河　
議
員

市
民
・
議
会
・
行
政
の
協
働
で
策
定

さ
れ
た
本
計
画
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

や
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
を
一
体
的
に

策
定
す
る
こ
と
で
、
各
施
策
の
整
合
性

を
定
め
、
実
効
性
を
高
め
て
い
る
。

激
甚
化
す
る
大
規
模
災
害
や
長
期
化

す
る
感
染
症
、
今
後
訪
れ
る
少
子
高
齢

化
な
ど
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
社
会
情
勢
の
中
、
中
長
期
的
な
視
点

で
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

成
果
を
引
き
継
ぎ
、
将
来
像
や
目
標
を

定
め
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

何
よ
り
、
実
施
計
画
の
見
直
し
を
毎

年
度
行
い
変
化
の
激
し
い
時
代
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
点
、
各
組
織
が
連
携
し

た
施
策
体
系
で
変
化
に
柔
軟
か
つ
組
織

横
断
的
に
対
応
で
き
る
点
を
評
価
す
る
。

今
後
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協

働
の
下
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
行
う
よ
う
申
し
添
え
賛
成
す
る
。

賛
成

賛
成

９
０
３
万
４
千
円

５
千
万
円

小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

整
備                      　
　
　

 　
　

購
入
台
数
は
。

公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
補
助
金

を
活
用
し
、
全
児
童
生
徒
数
の
３

分
の
２
に
当
た
る
７
６
８
０
台
を
整
備

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
既
に
導
入
し
て
い

る
台
数
と
合
わ
せ
、
ほ
ぼ
全
員
に
行
き

渡
る
。Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
考

え
方
は
。

全
国
に
先
駆
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

引
き
続
き
推
進
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
文

具
と
し
て
使
い
こ
な
し
、
予
測
不
可
能

な
時
代
を
生
き
抜
く
児
童
生
徒
の
育
成

を
目
指
す
。

委
員
会
提
出
議
案
お
よ
び
議
員
提
出

議
案
と
し
て
、
６
件
の
意
見
書
を
審
議

し
、
可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意
見

書
は
国
・
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に

対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書

◇
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た

罹
災
証
明
書
の
交
付
を
求
め
る
意
見
書

◇
地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
着
実

な
推
進
を
求
め
る
意
見
書

◇
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
対
策
の

継
続
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

◇
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
定
・
持
続
的
運

用
へ
の
支
援
強
化
を
求
め
る
意
見
書

◇
感
染
拡
大
を
抑
え
込
む
た
め
の
検
査

体
制
強
化
に
お
け
る
財
政
措
置
を
求
め

る
意
見
書

意
見
書

ＱＱ AA

▲タブレットを使って授業に取り組む児童たち

４
億
９
７
５
２
万
２
千
円

ＱA

▲︎今後 10年間の計画が慎重に審査されました

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

第
４
次
総
合
振
興
計
画
と
の
大

き
な
違
い
は
。

自
治
基
本
条
例
の
制
定
を
受
け

て
の
市
民
、
議
会
及
び
行
政
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
体
現
や
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の

達
成
へ
の
貢
献
を
見
据
え
て
い
る
こ
と

な
ど
が
大
き
な
違
い
と
な
っ
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

審
議
会
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
新
た
な

課
題
に
、
迅
速
か
つ
柔
軟
に
取
り
組
む

よ
う
答
申
さ
れ
て
い
る
が
、
財
政
面
を

含
め
、
ど
の
よ
う
に
計
画
に
反
映
さ
せ

る
の
か
。財

政
面
で
は
、
社
会
保
障
費
や

公
共
施
設
再
編
に
係
る
財
政
負

担
の
増
加
な
ど
を
加
味
し
た
計
画
と
し

て
い
る
。
新
た
な
課
題
に
対
し
て
は
、

毎
年
度
実
施
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

反
映
さ
せ
て
い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

今
後
の
財
政
状
況
に
よ
り
、
計

画
の
中
で
事
業
の
優
先
順
位
を

付
け
て
計
画
を
推
進
し
て
い
く
可
能
性

が
あ
る
。
計
画
に
お
け
る
優
先
順
位
は

示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

基
本
構
想
及
び
施
策
体
系
に
お

け
る
優
先
順
位
は
な
い
。
財
政

状
況
な
ど
に
よ
り
優
先
順
位
を
付
け
ざ

る
を
得
な
い
状
況
下
で
は
、
実
施
計
画

に
お
い
て
事
業
の
優
先
順
位
を
示
し
て

い
く
。

委員

委員

委員執行部 執行部 

執行部 

『
こ
の
ま
ち
で
良
か
っ
た
』
み
ん
な
輝
く 

未
来
共
創
の
ま
ち 

と
だ

第
５
次
総
合
振
興
計
画
を
可
決

令
和
３
年
度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
最
上
位
計
画

の
基
本
構
想
に
つ
い
て
、
第
５
次
総
合
振
興
計
画
審
査
特
別
委
員
会
に
て
審

査
さ
れ
、
本
会
議
で
の
討
論
を
経
て
、
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

討　
論
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総 務 常 任 委 員 会

文教・建設常任委員会

健康福祉常任委員会

市民生活常任委員会

　

こんな質問がありました。
議案や決算は、各委員会に付託され、慎重に審査されます。
その経過と結果について、９月 24 日の本会議で各委員長から報告がありました。
下記はその概要です。

政
策
秘
書
室
・
危
機
管
理
防
災
課
・
総
務
部
・
財
務
部

会
計
課
・
消
防
・
議
会
事
務
局
・
行
政
委
員
会
事
務
局

都
市
整
備
部

教
育
委
員
会
事
務
局

文
教
・
建
設

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

高
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る

職
員
へ
の
対
応
策
は
。

相
談
し
や
す
い
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
た
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
策
は
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修

を
、
管
理
職
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
受
け
る
側
が
声
を
上
げ
や
す
く

な
る
よ
う
、
今
後
は
一
般
職
員
向

け
の
研
修
も
考
え
て
い
る
。

市
民
に
尽
く
す
と
い
う
市

職
員
本
来
の
仕
事
が
で
き

る
よ
う
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の

取
り
組
み
を
引
き
続
き
行
っ
て
も

ら
い
た
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

選
挙
の
投
票
率
を
上
げ
る

取
り
組
み
は
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

市
内
の
高
校
で
模
擬
投
票

な
ど
を
行
う
主
権
者
教
育
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

Ａ
Ｉ
総
合
案
内
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況
は
。

１
，
５
０
０
種
類
以
上
の

問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て

お
り
、
ゴ
ミ
出
し
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
一
番
多
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
習

環
境
の
把
握
は
。

定
期
的
に
学
校
か
ら
の
連

絡
や
家
庭
訪
問
を
行
い
、

学
習
状
況
や
本
人
の
様
子
の
把
握

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
セ

ン
タ
ー
の「
す
て
っ
ぷ
教
室
」
で
は
、

訪
問
支
援
型
の
支
援
を
は
じ
め
、

個
々
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

道
路
の
下
が
空
洞
に
な
っ

て
い
る
箇
所
は
。

緊
急
輸
送
道
路
を
対
象
に

調
査
を
し
、
９
箇
所
を
確

認
し
た
。
今
年
度
中
に
修
繕
を
行

う
。
そ
れ
以
外
の
道
路
に
つ
い
て

も
道
路
巡
回
を
行
う
中
で
、
路
面

の
変
状
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ

て
修
繕
を
行
う
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
の
相
談
内
容

は
。

女
子
生
徒
か
ら
の
相
談
が

多
く
、
主
に「
人
間
関
係
」

や「
友
人
関
係
」、
そ
の
他
に「
学
校

生
活
に
関
す
る
こ
と
」
や「
家
庭
に

関
す
る
こ
と
」
が
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
心
の
ケ
ア

に
も
生
か
し
て
ほ
し
い

とだ議会だより No.210

市
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を

子
供
た
ち
の
将
来
の
た
め
に

し
っ
か
り
と
し
た
支
援
を

委員

委員

委員

委員委員

委員

委員

委員 委員

執行部 

執行部 

執行部 

執行部 

執行部 執行部 

総
　
務

執行部 

福
祉
部
・
こ
ど
も
青
少
年
部

福
祉
事
務
所
・
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
生
活
部
・
環
境
経
済
部

上
下
水
道
部

健
康
福
祉

市
民
生
活

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

保
育
士
緊
急
確
保
・
定
着

促
進
事
業
実
施
後
の
保
育

士
の
定
着
状
況
は
。

補
助
対
象
の
人
数
は
少
し

ず
つ
増
え
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
事
業
の
効
果
は
あ
ら
わ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

民
間
保
育
所
へ
の
関
わ
り

方
は
。

職
員
が
定
期
的
に
保
育
所

を
巡
回
し
、
指
導
を
行
う

ほ
か
、
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が

多
数
相
談
を
受
け
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
に
対

す
る
市
の
対
応
は
。

利
用
者
か
ら
の
要
望
な
ど

を
参
考
に
、
タ
ク
シ
ー
利

用
券
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の
県

へ
の
働
き
掛
け
や
対
象
者
の
拡
大

な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
て

検
討
し
て
い
く
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

本
市
の
国
保
財
政
に
お
け

る
赤
字
削
減
・
解
消
計
画

の
進
捗
状
況
は
。

県
に
提
出
し
て
い
る
赤
字

削
減・
解
消
計
画
で
定
め
た

年
度
ご
と
の
赤
字
削
減
額
に
つ
い

て
は
、
既
に
達
成
し
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

見
守
り
防
犯
カ
メ
ラ
の
モ

デ
ル
地
区
で
あ
る
美
女
木

小
学
校
区
へ
の
設
置
状
況
は
。

予
定
通
り
20
基
設
置
し
、

３
月
か
ら
稼
働
し
て
い
る
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

状
況
は
。

昨
年
度
末
時
点
の
飼
い
犬

登
録
数
に
対
す
る
実
施
率

は
63・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

接
種
費
用
を
助
成
す
る
な

ど
、
実
施
率
向
上
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

戸
田
公
園
に
あ
る
聖
火
台

を
模
し
た
炬
火
台
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
製
作
の
経
緯
は
。

昨
年
12
月
の
聖
火
リ
レ
ー

の
ル
ー
ト
発
表
を
受
け
て
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
製
作
を
決
定
し
た
。

製
作
に
６
カ
月
程
度
か
か
る
た
め
、

予
算
を
流
用
し
て
、
１
月
か
ら
製

作
を
開
始
し
た
。

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

各
指
定
管
理
者
制
度
導
入

施
設
に
対
し
て
し
っ
か
り

と
管
理
監
督
を
行
い
、
決
算
報
告

書
は
詳
細
ま
で
精
査
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

▲保育コンシェルジュは幅広い相談を受けています

▲前回の東京オリンピックのレガシーである戸田
公園の聖火台 ▲スマホで気軽に相談ができる「ＳＮＳ心の相談窓口」

▶︎
本
市
は「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」の
認
定

を
県
か
ら
受
け
て
い
ま
す

とだ議会だより No.210

保
育
士
緊
急
確
保
・
定
着
促
進
事
業

実
施
後
の
保
育
士
の
定
着
状
況
は

見
守
り
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は

委員委員

委員

委員

委員

その他

委員 委員 委員執行部 

執行部 執行部 

執行部 

執行部 

執行部 

執行部 

67

委員会の審査から
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一般質問

　　 　　 　　

　　 　　 　　

QA

QA

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

録
画
配
信

録
画
配
信

議
員　
市
内
感
染
者
の
急
増
に
対
す
る

見
解
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

福
祉
部
長　
急
激
な
感
染
拡
大
を
懸
念

し
て
お
り
、
今
後
は
社
会
経
済
活
動
を

維
持
し
つ
つ
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、
市
民
に
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を

し
っ
か
り
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

議
員　
市
内
の
感
染
者
の
情
報
発
信
を

も
う
少
し
早
く
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長　
感
染
者
の
入
院
、
宿
泊
療

養
な
ど
の
情
報
は
８
月
上
旬
に
南
部
保
健

所
か
ら
初
め
て
提
供
さ
れ
、
市
で
公
表
し

た
が
、
今
後
も
保
健
所
か
ら
の
情
報
が
届

き
次
第
、
速
や
か
に
公
表
す
る
。

議
員　
市
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
と
市
民

へ
の
周
知
は
。

福
祉
部
長　
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
て
帰
国
者
・
接
触
者
外

来
で
検
査
す
る
方
法
と
、
か
か
り
つ
け伊

い と う
東秀

ひでひろ
浩 議員

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
と
市
民
へ
の
周
知
は

分
か
り
や
す
い
周
知
方
法
を
工
夫
し
て
い
く

令和２年９月４日　撮影

医
の
紹
介
で
、
蕨
戸
田
市
医
師
会
設
置

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
検
査
す
る
方
法

が
あ
る
。
検
査
体
制
な
ど
、
市
民
に
分

か
り
や
す
い
周
知
方
法
を
工
夫
す
る
。

議
員　
来
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

の
考
え
方
は
。

財
務
部
長　
職
員
の
意
識
改
革
や
予
算

編
成
手
法
の
見
直
し
を
図
る
。市
民
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
新
規
事
業
の
精
査
、
経
費

削
減
、
既
存
事
業
の
見
直
し
、
国
県
補

助
金
等
の
活
用
に
よ
る
財
源
確
保
に
努

め
る
。

▲埼玉県のＰＣＲ検査体制

PCR検査体制

帰国者・接触者
相談センター
（保健所）

帰国者
・接触者
外来

同
様
の
機
能
を
有
す
る

医
療
機
関

県衛生研究所

連携先登録

診療・検査

診療情報提供

患者

郡市医師会による運営
【発熱外来PCRセンター】

地域の診療所等
（かかりつけ医）

民間検査機関

新型コロナ
対策

三
み う ら

浦芳
よしかず

一  議員

▲各施設は子供たちを守るための対応に追われています
（画像は手作りの飛沫防止シート）

議
員　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
、
新
生
児
へ
の
祝
い
金
や
、
慰
労

金
と
し
て
保
育
・
学
童
関
係
者
な
ど
へ

の
新
た
な
支
援
策
を
求
め
る
。

総
務
部
長　
状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
企
業
倒
産
、雇
い
止
め
な
ど
で
生

活
困
窮
者
が
増
え
て
い
る
。
迅
速・
丁
寧

な
対
応
と
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
を
。

福
祉
部
長　
適
切
か
つ
迅
速
な
対
応
に

努
め
、
増
員
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
関

係
部
局
と
協
議
、
調
整
す
る
。

議
員　

今
後
の
財
政
予
測
、
見
通
し
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

財
務
部
長　
想
定
さ
れ
る
市
税
収
入
な

ど
の
大
幅
な
減
少
に
対
応
し
、
職
員
の

意
識
改
革
や
予
算
編
成
手
法
を
見
直
す
。

ま
た
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
新
規
事

業
の
精
査
、
経
費
削
減
、
既
存
事
業
の

見
直
し
を
行
い
、
国
県
補
助
金
な
ど
の

活
用
で
財
源
確
保
に
も
努
め
る
。

議
員　
コ
ロ
ナ
対
応
の
記
録
を
後
世
の

た
め
に
一
つ
に
ま
と
め
て
作
成
・
保
存

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
担
当
し
た
部
署
ご
と
に
記

録
作
成
・
保
存
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
、

総
合
的
に
取
り
ま
と
め
て
今
後
に
生
か

せ
る
よ
う
努
め
る
。

新
生
児
へ
の
祝
い
金
な
ど
、
新
た
な
支
援
策
を

状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る

新型コロナ
対策

市
独
自
の
緊
急
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

喜
ば
れ
た
ね
ー

感
染
拡
大
に

し
っ
か
り
対
応
を
！

とだ議会だより No.210 8

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開
く定例市議会で、市政全般に対し質問をする
ことができます。これを「一般質問」といい
ます。
今定例会では、20人が一般質問を行いま
した。ここに掲げたのは、その質問・答弁の
大要で、質問者本人が執筆しております。

そこが
ききたい

一般質問一般質問
【議
員
報
酬
】

本
市
と
人
口
が
同
規
模
の
23
自
治
体

の
平
均
と
の
比
較
で
は
同
程
度
で
し
た
。

ま
た
、
本
市
と
同
様
に
大
都
市
近
郊
に

位
置
す
る
人
口
及
び
面
積
が
同
規
模
の

６
自
治
体
の
平
均
よ
り
、
本
市
の
議
員

報
酬
が
下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
状

維
持
と
な
り
ま
し
た
。

【議
員
定
数
】

他
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、

議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
権
能
を
果
た

す
た
め
に
必
要
で
あ
る
適
正
な
議
員
定

数
の
在
り
方
を
念
頭
に
置
き
、
協
議
し

ま
し
た
。

ま
ず
、
他
自
治
体
と
の
比
較
で
は
、

本
市
と
人
口
が
同
規
模
の
埼
玉
県
内
の

６
自
治
体
並
び
に
本
市
と
同
様
に
大
都

市
近
郊
に
位
置
し
、
人
口
及
び
面
積
も

同
規
模
の
６
自
治
体
の
平
均
は
、
い
ず

れ
も
本
市
の
定
数
を
下
回
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
本
市
と
人
口
が
同
規
模

の
23
自
治
体
の
平
均
と
の
比
較
で
は
ほ

ぼ
同
数
で
し
た
。

議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
権
能
を
果

た
す
た
め
に
必
要
で
あ
る
適
正
な
議
員

定
数
に
つ
い
て
は
、
公
共
政
策
及
び
地

方
議
会
に
精
通
し
た
大
学
院
講
師
の
方

が
示
さ
れ
て
い
る
、
人
口
、
常
任
委
員

会
数
、
類
似
自
治
体
な
ど
の
側
面
か
ら

適
正
な
議
員
定
数
を
判
定
す
る
６
つ
の

算
定
方
式
に
よ
り
、
本
市
議
会
の
適
正

な
議
員
定
数
が
、
４
つ
の
方
式
で
26
人
、

２
つ
の
方
式
で
32
人
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
の
協
議
で
は
、

定
数
維
持
と
す
る
意
見
と
定
数
削
減
と

す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
会

に
求
め
ら
れ
て
い
る
権
能
を
果
た
す
た

め
に
必
要
で
あ
る
適
正
な
議
員
定
数
の

観
点
か
ら
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
現
在

の
議
員
定
数
を
適
正
と
す
る
見
解
で
一

致
し
、
議
員
定
数
維
持
と
な
り
ま
し
た
。

戸田市議会議員定数
現状の26人を維持

議会では、議員報酬及び議員定数について
議会運営委員会で協議を重ね、９月 24 日の
本会議で委員長から報告がありました。
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一般質問一般質問

　　 　　 　　　　 　　 　　

　　 　　 　　　　 　　 　　

QA

QAQA

QA

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

例
な
ど
を
研
究
し
つ
つ
検
討
す
る
。

議
員　
相
談
体
制
の
強
化
を
。

福
祉
部
長　
「
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
」
を
開
設
し
た
。

議
員　
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
を
懸
念
し
て

い
る
。
子
育
て
支
援
体
制
の
強
化
を
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
来
年
４
月
の
設

置
準
備
を
進
め
て
い
る
「
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体

制
を
目
指
す
。

▲改修が待たれるスポーツセンター

▶︎
国
や
児
童
相
談
所
が
開
設
し
て
い
る
Ｄ
Ｖ
相
談
・
児

童
虐
待
ダ
イ
ヤ
ル
（
内
閣
府
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
）

▲︎高い専門性で日々の安全を守る消防本部

◀︎
屋
根
の
な
い
障
が
い
者
用
駐
車
場

議
員　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
第
一
競

技
場
は
、
床
が
劣
化
し
利
用
者
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
も
多
い
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は
２
年
後
に
改
修
工
事
を
行
う
予
定
だ

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

利
用
者
が
少
な
い
今
の
時
期
に
前
倒
し

で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は

開
設
か
ら
約
40
年
が
経
過
し
、
建
築
や

電
気
・
機
械
設
備
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。

令
和
４
～
５
年
度
に
大
規
模
改
修
工
事
を

実
施
す
る
予
定
だ
が
、
令
和
２
～
３
年
度

に
か
け
て
は
基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
今
年
度
に
前
倒
し
を
し

て
の
工
事
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

議
員　
旧
屋
内
プ
ー
ル
は
解
体
し
て
跡

地
を
駐
車
場
に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
卓
球
場
も
不
足

し
て
い
る
。
現
在
の
建
物
を
改
修
し
て

１
階
を
駐
車
場
、
２
階
を
ト
レ
ー
ニ
ン

改
修
工
事
を
前
倒
し
で
き
な
い
か

今
年
度
に
前
倒
し
を
し
て
の
工
事
は
難
し
い

グ
ル
ー
ム
や
卓
球
場
に
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　
旧
プ
ー
ル
棟
は
建
物
の

老
朽
化
が
著
し
く
、
改
修
は
困
難
と
判
明

し
て
い
る
。
再
整
備
方
針
で
も
ゲ
ー
ム
棟

な
ど
の
建
て
替
え
が
必
要
な
時
期
に
敷
地

も
含
め
再
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
建
物
の
整
備

は
行
わ
な
い
。

スポーツ
センター

消防
広域化

議
員　
台
風
や
豪
雨
へ
の
早
急
な
対
策

が
必
要
で
あ
る
①
さ
く
ら
川
の
溢
水
対

策
を
②
笹
目
南
町
の
内
水
対
策
の
現
状

は
③
浸
水
箇
所
へ
の
雨
水
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
の
設
置
を
④
高
速
道
路
へ
の
緊

急
的
避
難
は
可
能
か
。

都
市
整
備
部
長　
①
緊
急
対
策
と
し
て

溢
水
箇
所
に
土
の
う
を
設
置
す
る
。

上
下
水
道
部
長　
②
雨
水
桝
を
増
設
し
、

県
道
の
雨
水
桝
清
掃
も
県
に
依
頼
し
対

応
さ
れ
た
③
笹
目
南
町
も
含
め
設
置
場

所
、
有
効
性
な
ど
、
今
後
検
討
す
る
。

危
機
管
理
監　
④
有
用
性
は
認
識
し
て

い
る
が
、
活
用
の
可
否
は
管
理
会
社
と

協
議
の
場
を
設
け
る
と
こ
ろ
か
ら
。

議
員　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
特

典
付
与
な
ど
、
追
加
の
経
済
対
策
を
。

環
境
経
済
部
長　
他
自
治
体
の
導
入
事

議
員　
「
消
防
組
織
法
」
改
正
に
基
づ

き
、県
は
「
消
防
広
域
化
計
画
」
を
策
定
。

市
で
検
討
し
た
経
緯
は
あ
る
か
。

消
防
長　

平
成
29
年
に
県
の
主
導
で
、

川
口
市
・
蕨
市
・
本
市
の
３
市
が
参
加
し
、

広
域
化
勉
強
会
を
開
始
し
た
。
平
成
30

年
に
は
検
証
し
た
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

議
員　
消
防
と
い
う
職
種
の
専
門
性
を

考
え
る
と
、
警
察
と
同
じ
よ
う
に
県
本

部
体
制
で
、
全
県
一
区
と
な
る
べ
き
。

今
後
、
広
域
化
を
進
め
る
考
え
は
。

消
防
長　
本
市
は
職
員
充
足
率
・
車
両

整
備
率
が
他
市
よ
り
高
く
、
現
時
点
で

は
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
小
さ
く
、
最

善
策
と
考
え
て
い
な
い
が
、
中
長
期
的

な
視
点
で
検
討
す
る
。

議
員　

広
域
化
を
実
施
し
た
所
で
は
、

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
機
器
導

入
経
費
や
維
持
管
理
費
の
節
減
に
つ
な

が
っ
た
。
人
材
採
用
や
人
材
育
成
の
面

で
も
広
域
化
の
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
。

市
長　
フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
で
判
断
す
る
。

議
員　
本
町
交
差
点
か
ら
川
岸
３
丁
目

交
差
点
区
間
が
い
ま
だ
に
未
整
備
だ
が
。

都
市
整
備
部
長　
国
が
本
町
交
差
点
改

良
工
事
に
着
手
し
た
が
、
用
地
交
渉
が

難
航
し
進
展
し
て
い
な
い
。
な
お
、
自

転
車
と
歩
行
者
を
分
離
さ
せ
る
整
備
が

今
後
実
施
さ
れ
る
。

笹
目
南
町
の
内
水
対
策
を

県
の
推
進
計
画
を
前
向
き
に
検
討
す
べ
き

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
設
置
を
調
査
・
確
認

中
長
期
的
な
視
点
で
検
討
す
る

水害対策

各
公
園
の
地
下
に
雨
水
貯

留
施
設
を
整
備
し
た
い
な
。

コ
ロ
ナ
禍
、
早
く
終
わ
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

自
主
的
な
避
難
が
厳
し
い
方

へ
の
対
策
を
！

高
たかはし

橋秀
ひ で き

樹 議員 浅
あ そ う

生和
かずひで

英 議員

馬
ば ば

場栄
えい

一
いちろう

郎 議員 　　 　　 　　

議
員　
市
役
所
や
福
祉
施
設
・
学
校
な

ど
の
障
が
い
者
用
駐
車
場
へ
の
屋
根
の

設
置
を
提
案
す
る
。

財
務
部
長　
市
役
所
に
つ
い
て
は
一
体

的
な
整
備
に
併
せ
て
設
置
を
検
討
し
て
い

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
大
幅

な
税
収
減
が
見
込
ま
れ
、
経
費
削
減
が
必

要
な
こ
と
か
ら
実
施
時
期
の
見
直
し
も
検

討
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
大
規
模
改
修
の
時

期
に
併
せ
て
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

教
育
部
長　
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
校

舎
や
体
育
館
な
ど
の
配
置
状
況
に
よ
り

難
し
い
場
合
が
あ
る
が
、
今
後
建
て
替

え
を
予
定
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
の
で

検
討
課
題
と
し
た
い
。

議
員　
昨
年
の
台
風
第
19
号
の
反
省
に

よ
り
防
災
計
画
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

た
の
か
。

危
機
管
理
監　
避
難
所
運
営
の
詳
細
に

つ
い
て
平
時
か
ら
調
整
・
議
論
す
る
場
を

設
け
、
円
滑
な
運
営
体
制
づ
く
り
に
つ
な

げ
る
た
め
、
避
難
所
運
営
委
員
会
の
設
立

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

新
た
な
災
害
協
定
の
締
結
や
協
定
内
容
の

見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

山
やまざきまさとし

崎雅俊 議員

障
が
い
者
用
駐
車
場
に
屋
根
の
設
置
を

一
体
的
な
整
備
な
ど
と
併
せ
て
検
討
す
る

バリア
フリー行政

国
道
17
号
道
路
拡
幅
整
備
の
進
捗
は

台
風
第
19
号
を
受
け
て
の
変
化
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

子
育
て
支
援
体
制
の
強
化
を
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一般質問一般質問

　　 　　 　　　　 　　 　　

　　 　　 　　　　 　　 　　

QA

QAQA

QA

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

▲本市でも大幅な税収減が見込まれています

▲浸水対策として設置された
雨水桝

議
員　
令
和
３
年
度
の
税
収
見
込
み
は
。

財
務
部
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴
う
経
済
活
動
の
停
滞

な
ど
か
ら
、
大
幅
な
税
収
減
が
見
込
ま

れ
る
。

議
員　
大
幅
な
税
収
減
が
見
込
ま
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
市
民
へ
の
新
た
な
負

担
や
サ
ー
ビ
ス
削
減
に
手
を
つ
け
る
予

算
編
成
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
来
年

度
の
予
算
編
成
の
考
え
は
。

財
務
部
長　
市
税
収
入
の
減
少
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
等
を

踏
ま
え
、
職
員
の
意
識
改
革
や
予
算
編

成
手
法
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、
財
源

確
保
に
向
け
た
事
業
の
精
査
を
進
め
る
。

議
員　
財
務
部
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
経
常
経
費
の
見
直
し
（
削
減
）

を
各
部
局
に
求
め
て
い
る
。
経
常
経
費

に
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め

の
予
算
が
多
々
あ
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス

令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
は

財
源
確
保
に
向
け
事
業
の
精
査
を
進
め
る

削
減
も
や
む
な
し
と
考
え
て
い
る
の
か
。

財
務
部
長　
新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
、

現
時
点
で
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
、

す
べ
て
の
既
存
事
業
を
対
象
と
し
て
い

る
。

議
員　
大
幅
な
税
収
減
が
見
込
ま
れ
る

と
き
の
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
の
が
、

財
政
調
整
基
金
で
あ
る
。
必
要
な
額
を

取
り
崩
し
、
市
民
生
活
の
負
担
を
増
や

さ
な
い
予
算
編
成
と
す
る
よ
う
全
庁
あ

げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

令和３年度
予算

議
員　
①
一
部
中
学
校
に
導
入
さ
れ
た

制
服
選
択
を
他
校
に
も
②
申
請
書
等
の

性
別
欄
の
見
直
し
状
況
は
③
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
に
当
事
者
が
参
加
す

る
こ
と
で
よ
り
良
い
施
策
の
協
議
が
で

き
る
と
考
え
る
。
募
集
を
含
め
工
夫
を

④
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を
。

教
育
部
長　
①
校
長
会
に
て
、
す
べ
て

の
中
学
校
で
複
数
の
標
準
服
か
ら
選
択

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
が
決
定
。

市
民
生
活
部
長　
②
３
３
５
件
の
申
請

書
等
の
う
ち
、
見
直
し
た
も
の
が
27

件
、
本
年
度
見
直
し
予
定
が
96
件
。
そ

の
ほ
か
は
来
年
度
以
降
見
直
し
を
進
め

る
③
募
集
に
あ
た
り
当
事
者
に
検
討
内

容
が
わ
か
る
よ
う
明
記
す
る
な
ど
工
夫

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
公
募

を
行
う
④
今
年
度
県
が
実
施
す
る
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
を
受

け
、県
の
対
応
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

議
員　
昨
年
12
月
議
会
で
、
台
風
第
19

号
災
害
に
て
特
に
大
き
な
水
害
被
害
が

あ
っ
た
戸
田
中
学
校
付
近
な
ど
へ
の
対

策
を
要
望
し
た
。
現
状
は
。

都
市
整
備
部
長　
７
月
に
県
、
関
係
機

関
に
よ
る
会
議
を
開
催
し
以
下
の
２
点

を
要
望
し
た
①
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
の
水
位

調
整
の
拡
大
②
笹
目
排
水
機
場
の
機
能

強
化
や
越
流
施
設
の
改
修
な
ど
、
抜
本

的
な
ハ
ー
ド
整
備
。
今
後
も
、
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
む
。

議
員　
菖
蒲
川
と
戸
田
中
通
り
の
間
の

浸
水
対
策
も
要
望
し
た
が
現
状
は
。

上
下
水
道
部
長　
降
雨
時
に
雨
水
を
速

や
か
に
排
水
し
、
浸
水
被
害
を
軽
減
さ

せ
る
た
め
に
雨
水
桝
な
ど
を
設
置
し
、

下
水
道
の
流
れ
を
よ
く
す
る
た
め
の
清

掃
も
実
施
し
た
。

議
員　
①
安
全
衛
生
法
に
基
づ
き
、
安

全
衛
生
委
員
会
の
開
催
数
の
改
善
を
②

女
性
の
悩
み
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

内
部
の
男
性
産
業
医
だ
け
で
な
く
外
部

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
委
託
を
。

総
務
部
長　
①
衛
生
委
員
会
は
書
面
開

催
な
ど
も
含
め
、
毎
月
開
催
で
き
る
よ

う
調
整
す
る
②
他
市
町
村
の
制
度
を
参

考
に
し
て
検
討
す
る
。

議
員　
昨
年
か
ら
子
ど
も
食
堂
に
参
加

し
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
し
て
社

会
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
が
あ
る
と
実

感
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
催

で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
支
援
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
子
ど
も
た
ち
が

歩
い
て
行
け
る
範
囲
に
い
つ
で
も
利
用

で
き
る
居
場
所
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
今
後
は
担
い
手
の
発
掘
や
育
成
、

ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な
ど
関
係
団
体
と
連

携
し
て
進
め
る
。
社
会
全
体
で
子
ど
も

を
育
て
る
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を

菖
蒲
川
と
戸
田
中
通
り
の
間
の
冠
水
対
策
は

県
の
実
態
調
査
結
果
を
受
け
対
応
を
検
討

雨
水
桝
等
設
置
、
下
水
道
管
清
掃
を
実
施

性的
少数者

災害対策

本
ほ ん だ

田 哲
て つ

 議員

▲︎ＬＧＢＴの象徴「レインボーフラッグ」

佐
さ と う

藤太
たかのぶ

信 議員

竹
たけうち まさあき

内正明 議員

▲ラジオ体操をはじめ、さまざまな介護予防
事業が行われています

議
員　
①
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
け
る
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

②
市
独
自
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
③

高
齢
者
の
居
場
所
を
つ
く
り
、
予
防
事

業
の
推
進
を
。

福
祉
部
長　
①
保
険
料
の
引
き
下
げ
は

大
変
厳
し
い
が
低
所
得
者
に
配
慮
す
る

②
市
独
自
で
上
乗
せ
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
軽
度
者
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

市
の
裁
量
で
専
門
職
が
訪
問
型
・
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
③
「
老
人

ク
ラ
ブ
」「
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
元
気
体
操
」
な
ど

を
は
じ
め
、
民
間
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
も

で
き
た
。
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

議
員　
第
７
期
に
お
い
て
介
護
給
付
費

が
計
画
を
下
回
り
、
２
年
連
続
で
基
金

が
増
え
て
い
る
。
保
険
料
は
引
き
下
げ

る
べ
き
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

や
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
は
今
後
も

推
進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

議
員　
学
校
や
市
役
所
で
も
申
請
を
受

け
付
け
、
所
得
制
限
を
な
く
し
て
は
。

教
育
部
長　
郵
送
で
の
申
請
も
受
け
付

け
て
い
る
。
所
得
制
限
は
妥
当
と
考
え
る
。

議
員　
多
子
世
帯
の
負
担
軽
減
が
目
的
。

慰
労
の
意
味
も
込
め
て
、
申
請
要
件
の

緩
和
を
要
望
す
る
。

第
８
期
計
画
の
介
護
保
険
料
引
き
下
げ
を

大
変
厳
し
い
が
、低
所
得
者
に
配
慮
す
る

高齢者
支援

むとう葉
よ う こ

子 議員

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
半
額

補
助
の
要
件
緩
和
を

市
民
の
声
に

こ
た
え
て
ほ
し
い
な
ぁ

台
風
に
備
え
た
対
策
を

全
力
で
！

差
別
と
偏
見
の
な
い
相
談

し
や
す
い
体
制
づ
く
り
を

子
ど
も
食
堂
等
の
支
援
は

職
員
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
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QA

QAQA

QA

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

議
員　
電
子
書
籍
導
入
の
検
討
状
況
は
。

教
育
部
長　
電
子
図
書
館
は
、
来
館
す

る
こ
と
な
く
、
い
つ
で
も
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
電
子
書
籍
の
検

索
、
予
約
、
貸
し
出
し
、
閲
覧
が
で
き

る
も
の
で
あ
る
。
年
度
内
に
中
央
図
書

館
に
て
、
小
規
模
な
が
ら
電
子
図
書
館

の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員　
今
後
の
電
子
図
書
館
の
展
望
は
。

教
育
部
長　
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
本
格
的
な
電
子
図
書

館
の
導
入
を
見
据
え
、
シ
ス
テ
ム
改
修

の
内
容
や
経
費
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し

て
い
る
。

議
員　
郵
送
で
の
書
籍
の
貸
し
出
し
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

郵
送
で
の
貸
し
出
し
は
、

導
入
自
治
体
が
少
な
い
中
で
課
題
を
整

理
し
た
い
。

議
員　
博
物
館
な
ど
の
電
子
化
に
つ
い

本
市
で
の
電
子
書
籍
導
入
の
検
討
状
況
は

小
規
模
な
が
ら
電
子
図
書
館
の
導
入
を
予
定

て
、
今
後
の
展
望
は
。

教
育
部
長　
図
書
館
・
博
物
館
な
ど
の

電
子
化
は
、
教
育
長
の
強
い
意
向
も
あ

り
、
既
に
将
来
像
の
検
討
を
始
め
て
い

る
。
博
物
館
は
、
今
後
、
既
存
の
デ
ジ

タ
ル
資
料
の
改
善
を
図
る
。
自
宅
や
学

校
な
ど
か
ら
で
も
展
示
室
の
臨
場
感
を

体
感
で
き
る
よ
う
な
新
た
な
形
態
で
の

学
習
機
会
の
提
供
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

電子書籍
導入

◀︎
電
子
図
書
館
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
市
立
図
書
館

▲車両のスピードを抑えるため設置される凸部
（ハンプ）

議
員　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
前
に

感
染
拡
大
を
押
さ
え
込
む
た
め
、
検
査

態
勢
の
抜
本
的
な
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
検
査
へ
の

市
独
自
の
費
用
助
成
を
行
な
っ
て
は
。

福
祉
部
長　
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
対
す
る
適
切
な
補
助
の
制

度
設
計
が
難
し
い
。
限
ら
れ
た
予
算
を

有
効
に
配
分
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後

の
感
染
状
況
な
ど
を
見
極
め
、
慎
重
に

判
断
す
る
。

議
員　
６
月
議
会
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
税
の
減
免
申
請
の
周
知
と
対
応

を
求
め
た
。
そ
の
後
の
実
績
は
。

福
祉
部
長　
令
和
２
年
８
月
20
日
現
在
、

１
９
９
世
帯
か
ら
の
申
請
を
受
付
け
、

76
世
帯
の
減
免
を
決
定
し
た
。

議
員　
生
活
道
路
で
は
安
全
を
最
優
先

し
、
交
差
点
に
物※

理
的
デ
バ
イ
ス
を
設

置
し
て
自
動
車
の
速
度
を
強
制
的
に
抑

制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
物
理
的
デ
バ
イ
ス
の

設
置
が
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、

交
通
管
理
者
や
地
域
と
協
議
す
る
。

議
員　
「
戸
田
市
歩
行
者
自
転
車
道
路
網

整
備
計
画
」
の
進
捗
は
。
ま
た
、
自
転

車
通
行
環
境
の
整
備
を
生
活
道
路
で
も

進
め
る
と
と
も
に
、
路
側
帯
の
カ
ラ
ー

化
な
ど
に
よ
っ
て
視
覚
的
な
整
備
が
で

き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
計
画
は
予
定
通
り
進

ん
で
い
る
。
生
活
道
路
に
関
し
て
は
計

画
見
直
し
の
中
で
検
討
す
る
。

議
員　
自
転
車
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
右

側
走
行
が
原
因
。
警
察
と
連
携
し
て
啓

議
員　
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
（
第
２
期
）
で
は
、
令
和
８
年
度
ま

で
に
法
定
外
繰
り
入
れ
を
な
く
し
、
保

健
税
の
県
内
統
一
を
目
指
す
と
さ
れ
て

い
る
。
国
庫
補
助
の
増
額
な
く
し
て
、

赤
字
の
解
消
は
不
可
能
。
市
の
考
え
は
。

福
祉
部
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
現
時
点

で
、
令
和
８
年
度
ま
で
に
赤
字
解
消
を

図
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

発
と
取
り
締
ま
り
を
強
化
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　
警
察
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
。

議
員　

公
道
間
の
通
り
抜
け
な
ど
、
公

衆
性
の
あ
る
私
道
の
公
費
に
よ
る
舗
装

の
基
準
を
緩
和
す
べ
き
で
は
。

都
市
整
備
部
長　
基
準
の
緩
和
は
難
し

い
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
・
抗
原
検
査
の
体
制
強
化
と
費
用
助
成
を

生
活
道
路
へ
物
理
的
デ
バ
イ
ス
を
設
置
せ
よ

今
後
の
感
染
状
況
を
見
極
め
慎
重
に
判
断
す
る

効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
協
議
を
行
う

コロナ
対策支援

通行環境
整備

自
動
車・
自
転
車・
歩
行
者

を
区
分
し
て
安
全
に

※物理的デバイス……自動車の生活道路での走行速度を抑制するために設置される凸部（ハンプ）や狭窄部、
屈曲部（シケイン）

十
そ ご う  た く や

川拓也 議員

遠
えんどう

藤英
ひ で き

樹 議員

花
は な い  の ぶ こ

井伸子 議員

▲安心して子育てができるよう、産後ケアの充実
が求められます

▲外出が困難な方に行われる訪問でのＰＣＲ
　検査の様子（提供：蕨戸田市医師会）

議
員　
産
後
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
支
援
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
産
後
ケ
ア
事
業
が
母
子
保
健
法

上
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
本
市
で
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

福
祉
部
長　
令
和
３
年
４
月
か
ら
の
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

ケ
ア
の
届
か
な
い
妊
産
婦
の

方
々
へ
の
新
た
な
支
援
と
し
て
、
専
門

性
を
持
つ
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
進

め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　
本
市
の
現
状
や
妊
産
婦
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
研
究
し
て
い
く
。

議
員　
避
難
所
開
設
に
あ
た
り
必
要
な

資
機
材
を
、
誰
に
で
も
わ
か
る
よ
う
に
一

ま
と
め
に
し
た
「
避
難
所
開
設
キ
ッ
ト
」

を
市
内
小
中
学
校
な
ど
の
各
防
災
備
蓄

倉
庫
内
に
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

危
機
管
理
監　
円
滑
に
避
難
所
開
設
が

で
き
る
よ
う
整
理
し
て
い
る
。

議
員　
さ
い
た
ま
市
の
避
難
所
に
お
け

る
相
互
応
援
体
制
は
で
き
て
い
る
か
。

危
機
管
理
監　
よ
り
密
に
連
携
を
深
め
、

体
制
構
築
に
努
め
て
い
く
。

議
員　
避
難
所
ま
で
の
経
路
を
案
内
す

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
街
区
表
示
板
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

危
機
管
理
監　
研
究
し
て
い
く
。

避
難
所
の
体
制
整
備
を

国
民
健
康
保
険
事
業
の
現
状
は

民
間
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
進
め
て
は
ど
う
か

現
状
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い
く

産前産後
ケア

三
み わ

輪なお子
こ

 議員

自
転
車
通
行
環
境
の
整
備
を

公
衆
性
の
あ
る
私
道
の
舗
装
を

母
子
に
寄
り
添
っ
た
支
援

の
充
実
を
目
指
し
て
！

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助
成
を

政
府
に
求
め
る
べ
き
。
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一般質問一般質問

　　 　　 　　　　 　　 　　

　　 　　 　　　　 　　 　　

QA

QAQA

QA

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

録
画
配
信

を
③
入
院
の
延
泊
な
ど
宿
泊
型
支
援
を
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
①
利
用
し
や
す

い
手
法
を
検
討
す
る
②
研
究
す
る
。

福
祉
部
長　
③
宿
泊
型
含
め
、
産
後
ケ

ア
は
先
進
自
治
体
を
参
考
に
検
討
す
る
。

議
員　
う
つ
対
策
は
産
後
１
カ
月
が
重

要
①
国
が
半
額
を
補
助
す
る
産
婦
健
診

助
成
を
②
全
産
婦
へ
Ｅ※

Ｐ
Ｄ
Ｓ
実
施
を
。

福
祉
部
長　
①
研
究
す
る
②
ハ
イ
リ
ス

ク
ケ
ー
ス
に
実
施
し
て
い
る
。

▶︎
検
討
委
員
会
に
よ
る
検
討
が
進
む
保
養
所

▲漕艇場に沿って設置されているスピーカー

議
員　
建
物
の
状
況
と
利
用
状
況
は
。

市
民
生
活
部
長　

築
25
年
が
経
過
し
、

外
壁
工
事
、
空
調
機
の
入
れ
替
え
、
空

調
設
備
の
修
繕
を
行
っ
た
。
直
近
３
年

間
で
は
、
年
間
９
千
人
か
ら
１
万
人
が

利
用
し
て
い
る
。

議
員　
２
０
２
２
年
を
目
途
に
施
設
廃

止
を
含
め
、
民
間
施
設
の
代
替
利
用
等

に
つ
い
て
検
討
と
の
こ
と
だ
が
現
状
は
。

市
民
生
活
部
長　
市
民
や
学
識
経
験
者

な
ど
を
委
員
と
し
た
再
編
方
針
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
７
月
31
日
に
一
回
目

を
開
催
し
た
。
４
回
程
度
開
催
し
、
意

見
を
踏
ま
え
市
で
方
針
を
決
定
す
る
。

議
員　
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
選
定

の
基
準
は
。市
民
の
公
募
を
考
え
な
か
っ

た
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
市
民
や
専
門
家
の
意

見
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
選
任
し
て

お
り
、
公
募
は
し
な
か
っ
た
。

議
員　

一
日
の
降
水
量
が
２
３
４
・　
　

５
ミ
リ
を
記
録
し
た
昨
年
の
台
風
第
19

号
を
教
訓
に
ど
ん
な
改
善
が
さ
れ
た
か
。

都
市
整
備
部
長　
菖
蒲
川
の
溢
水
箇
所

に
緊
急
対
策
と
し
て
土
の
う
を
設
置
し

た
。

議
員　
笹
目
川
か
ら
漕
艇
場
に
流
入
す

る
時
と
、
漕
艇
場
の
溢
水
が
迫
っ
て
い

る
知
ら
せ
を
戸
田
公
園
管
理
事
務
所
や

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
を
利
用
し
、
告
知
で
き
な
い
か
。

危
機
管
理
監　
各
施
設
の
見
解
を
伺
い
、

情
報
伝
達
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

議
員　
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
今

こ
そ
、
事
業
者
は
収
束
後
を
見
こ
し
た

持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
必
要
。
環
境

負
荷
の
低
い
設
備
等
の
普
及
促
進
に
向

け
、
補
助
を
見
直
す
な
ど
支
援
し
て
は
。

議
員　
保
養
所
存
続
を
求
め
、
市
民
か

ら
２
３
８
０
筆
も
の
署
名
が
届
け
ら
れ

た
。
検
討
委
員
会
で
は
市
民
の
意
見
を

十
分
反
映
し
、
市
民
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
保
養
所
を
な
く
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

環
境
経
済
部
長　
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
、

直
接
意
見
を
伺
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

議
員　
次
期
環
境
基
本
計
画
の
特
徴
は
。

環
境
経
済
部
長　
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
を
統
合
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
連

性
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
気
候
変

動
適
応
計
画
を
盛
り
込
み
、
熱
中
症
や

感
染
症
対
策
も
踏
ま
え
た
内
容
と
す
る
。

議
員　
「
グ※

リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
」
の

考
え
の
下
、
環
境
に
結
び
つ
く
経
済
復

興
プ
ラ
ン
も
意
識
し
た
計
画
に
な
る
よ

う
要
望
す
る
。

白
田
の
湯
の
存
続
を

ボ
ー
ト
施
設
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
告
知
で
き
な
い
か

検
討
委
員
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
方
針
を
決
定

各
施
設
と
調
整
し
協
力
を
呼
び
か
け
る

保養所

漕艇場
水害対策

▲江東５区が想定する広域避難の目安

議
員　
大
規
模
水
害
時
、
本
市
と
同
様

に
全
域
が
水
没
す
る
江
東
５
区
で
は
、

広
域
避
難
計
画
を
策
定
し
、
台
風
接
近

の
３
日
前
か
ら
情
報
を
発
信
、
１
日
前

に
広
域
避
難
勧
告
に
よ
る
親
戚
・
知
人

宅
や
会
社
な
ど
へ
の
広
域
避
難
、
９
時

間
前
に
域
内
垂
直
避
難
を
指
示
し
て
い

る
。
台
風
当
日
は
電
車
の
計
画
運
休
や

渋
滞
な
ど
で
広
域
避
難
は
困
難
と
な
る
。

江
東
５
区
を
参
考
に
計
画
策
定
を
。

危
機
管
理
監　
参
考
に
し
て
検
討
す
る
。

議
員　
本
市
は
水
害
時
の
業
務
継
続
計

画
が
無
い
。
墨
田
区
を
参
考
に
策
定
を
。

危
機
管
理
監　
参
考
に
し
て
検
討
す
る
。

議
員　
本
市
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
は

書
面
申
請
や
一
週
間
前
の
予
約
が
必
要

で
利
用
者
は
５
％
以
下
①
利
便
性
向
上

を
②
償
還
払
い
で
民
間
ヘ
ル
パ
ー
活
用

江
東
５
区
を
参
考
に
水
害
広
域
避
難
計
画
を

参
考
に
し
て
検
討
す
る

環
境
と
経
済
の
両
立
に
向
け
て

利
用
し
や
す
い
産
前
産
後
ケ
ア
を

大規模
水害対策

矢
や ざ わ  は る か

澤青河 議員

自
宅
に
居
続
け
る
と
水
道
電

気
な
し
で
１
週
間
も
…

市
民
に
よ
る
「
気
候
非
常
事

態
宣
言
」
で
き
な
い
か
な
ぁ

保
養
所
が
あ
る
戸
田
市
を

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

土
つ ち や

屋英
え み こ

美子  議員

斎
さいとう

藤直
な お こ

子 議員

議
員　
第
８
期
戸
田
市
介
護
保
険
事
業

計
画
に
お
け
る
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　
13
・
３
％
の
方
が
ご
み
出

し
支
援
の
必
要
が
あ
る
と
回
答
。
３
年

前
の
第
７
期
計
画
に
向
け
た
調
査
時
の

11
・
２
％
か
ら
微
増
し
て
い
る
。

議
員　
本
市
で
実
施
し
て
い
る
「
ま
ご

こ
ろ
収
集
」
の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

環
境
経
済
部
長　
家
庭
ご
み
を
ご
み
集

積
場
へ
持
ち
出
す
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
世
帯
な
ど
を
対
象
に
週
一
回
、
玄
関

先
に
出
さ
れ
た
ご
み
を
回
収
す
る
も
の

で
、
現
在
６
世
帯
が
利
用
。
委
託
業
者

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
委
託
業
者
が
対
応
で
き
る
範
囲
内

で
今
後
も
支
援
を
継
続
す
る
。

議
員　
安
否
確
認
も
兼
ね
た
、
ご
み
出

し
支
援
事
業
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

福
祉
部
長　
新
た
な
支
援
策
の
実
施
予

定
は
無
い
が
、
国
の
動
向
や
先
進
市
の

手
法
を
検
証
し
な
が
ら
、
関
係
部
局
と

連
携
し
て
研
究
す
る
。

議
員　
月
額
２
０
０
０
円
以
内
で
週
２

回
ご
み
出
し
を
行
う
民
間
サ
ー
ビ
ス
に
、

半
額
補
助
な
ど
助
成
は
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
始
ま
っ

て
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
サ
ー

ビ
ス
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

民
間
の
ご
み
出
し
サ
ー
ビ
ス
に
助
成
を

サ
ー
ビ
ス
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

高齢者
支援

石
いしかわ きよあき

川清明 議員

◀
日
ご
ろ
の
ご
み
出
し
へ
の
支
援
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

民
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね

Ｑ　
高
齢
者
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

熱
中
症
対
策
は
。

Ａ　
チ
ラ
シ
な
ど
を
用
い
て
周
知
啓
発
に

努
め
て
い
る
ほ
か
、
年
間
を
通
し
て

民
生
委
員
が
見
守
り
訪
問
を
実
施
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

※グリーン・リカバリー……気候危機、環境対策に重点を置いた、コロナ禍の復興計画
※ＥＰＤＳ……妊産婦のうつ病のスクリーニングとして広く使用されている質問票
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一般質問

　　 　　 　　

　　 　　 　　

QA

QA

議
員
の
つ
ぶ
や
き

議
員
の
つ
ぶ
や
き

録
画
配
信

録
画
配
信

議会日誌から Pick up!                 　　議会日誌から Pick up!                 　　議 会 日議 会 日 誌誌
７月	
  8 日　議会広報委員会 
  9 日　市議会モニターとの意見交換会 
14 日　特別委員会 (まちづくり・交通対策／
 　　　議会改革／議会広報)／常任委員会(総務／
 　　　文教・建設／健康福祉／市民生活 )
29 日　戸田競艇企業団議会議会運営委員 
31 日　議会運営委員会 

８月
  5 日　戸田競艇企業団議会 
11 日　まちづくり・交通対策特別委員会 
17 日　全員協議会／議会運営委員会／
 　　　常任委員会(総務／文教・建設／健康福祉／
 　　　市民生活 )
18 日　議会改革特別委員会 
19 日　健康福祉委員会勉強会／健康福祉委員会
20 日　蕨戸田衛生センター組合議会議会運営委員
 　　　会／議員研修会
24 日　本会議 (議案説明 )／
　　　戸田市第５次総合振興計画審査特別委員会／
　　　議会運営委員会／議会広報委員会 
26 日　戸田競艇企業団議会常任委員会 
31 日　蕨戸田衛生センター組合議会 

９月
  １日　本会議(議案質疑 )／委員長会議／
 　　　戸田市第５次総合振興計画審査特別委員会
  2 日・3日　本会議 （一般質問 )
  4 日　本会議 （一般質問 )／議員互助会役員会
  7 日　本会議 （一般質問 )／議会運営委員会 
  8 日～11日　常任委員会（総務／文教・建設／
 　　　健康福祉／市民生活）
14日　戸田市第５次総合振興計画審査特別委員会
15日　議員互助会及び議員レガッタ部合同役員会
 　　　／特別委員会(まちづくり・交通対策／
 　　　議会改革／議会広報 )／議会運営委員会
24日　本会議(委員長報告、討論、採決 )／
 　　　議会運営委員会 林

はやし

  冬
ふゆひこ

彦 議員

議
員　

多
く
の
市
職
員
や
関
係
者
の

方
々
が
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
新
型

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
・
支
援
体
制
を
つ
く

り
あ
げ
、
当
初
に
比
べ
、
現
在
は
か
な

り
し
っ
か
り
し
た
体
制
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。
今
後
、さ
ら
に
市
民
の
方
々

や
医
療
従
事
者
の
方
々
な
ど
の
安
心
を

つ
く
り
出
す
た
め
に
、
シ※

ト
ラ
ス
リ
ボ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
な
「
心
の
支

え
」
に
な
る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。

▲シトラスリボンプロジェクトホームページ
（https://citrus-ribbon.com/）

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
関
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長　
医
療
に
お
い
て
は
感
染
者

数
減
少
と
医
療
従
事
者
へ
の
偏
見
差
別

を
無
く
す
こ
と
、
高
齢
者
施
設
に
お
い

て
は
感
染
症
対
策
経
費
の
増
加
や
物
資
・

人
材
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
、
対
応
し
て
い
く
。

教
育
部
長　
学
校
に
対
す
る
人
的
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
や
学
習
支
援
員
を

全
小
中
学
校
に
配
置
す
る
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
保
育
・
学
童
保

育
を
担
う
民
間
事
業
者
に
対
し
て
、
国

の
感
染
症
予
防
対
策
購
入
費
補
助
を
活

用
し
、
１
施
設
50
万
円
を
上
限
に
マ
ス

ク
や
消
毒
液
な
ど
の
購
入
補
助
を
行
う
。

ま
た
、
万
が
一
、
施
設
内
感
染
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
十
分
な

支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

今
後
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
の
か

十
分
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く新着情報

◆ NEWS　◆

シトラスリボンプロジェクトとは
◆ ABOUT　◆

コロナ禍で生まれた差別、偏見を耳にした愛媛の有志がつくったプロジェクトです。 愛

媛特産の柑橘にちなみ、シトラス色のリボンや専用ロゴを身につけて、「ただいま」「おか

えり」の気持ちを表す活動を広めています。 リボンやロゴで表現する３つの輪は、地域と

家庭と職場（もしくは学校）です。

「ただいま」「おかえり」と言いあえるまちなら、安心して検査を受けることができ、ひいて

は感染拡大を防ぐことにつながります。 また、感染者への差別や偏見が広がることで生

まれる弊害も防ぐことができます。感染者が「出た」「出ない」ということ自体よりも、感染

が確認された“その後”に的確な対応ができるかどうかで、その地域のイメージが左右

されると、考えます。 コロナ禍のなかに居ても居なくても、みんなが心から暮らしやすい

まちを今こそ。 コロナ禍の“その後”も見すえ、暮らしやすい社会をめざしませんか？

2020.10.01 愛媛県庁ライトアップ始まりました（～10月8日）

2020.09.29 パネル展、エミフル松前から愛媛県庁ロビーへ（10月１・2日）

2020.09.27 ふれあいフェスティバル、いよいよ9月27日＠エミフル松前

新型コロナ
対応

の
高
騰
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
内
容

も
時
代
に
合
わ
な
い
。
今
後
の
考
え
は
。

市
民
生
活
部
長　
コ
ス
ト
削
減
に
配
慮

し
つ
つ
予
定
通
り
進
め
る
。

議
員　
コ
ス
ト
削
減
で
抑
え
ら
れ
る
金

額
は
微
々
た
る
も
の
。
コ
ロ
ナ
問
題
へ

の
対
応
に
よ
り
、
大
幅
な
悪
化
が
見
込

ま
れ
る
財
政
の
再
建
が
必
要
な
今
、
計

画
は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

酒
さ か い

井郁
いくろう

郎 議員

▲ダイヤ型を並べたようなスポーツセンターの
特殊な構造

議
員　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

に
伴
う
改
修
等
は
、
当
初
の
試
算
と

比
べ
大
幅
に
コ
ス
ト
が
膨
ら
ん
で
い

る
（
プ
ー
ル
の
建
て
替
え
は
８
億
円
の

試
算
が
15
億
円
、
体
育
室
等
の
改
修
は

16
億
円
の
試
算
が
35
億
円
に
）。
そ
も
そ

も
、
現
在
の
計
画
は
資
産
価
値
や
補
助

金
を
考
慮
し
な
い
、
誤
解
を
与
え
る
試

算
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

現
状
の
金
額
で
試
算
し
直
す
と
、
改
修

で
80
億
円
の
と
こ
ろ
、
建
て
替
え
な
ら

55
億
円
で
済
む
。
ま
た
、
改
修
で
あ
れ

ば
少
な
く
と
も
１
年
以
上
の
施
設
閉
鎖

が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
、
建
て
替
え
な

ら
施
設
を
利
用
し
た
ま
ま
実
施
で
き
る
。

さ
ら
に
、
現
状
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は
ダ
イ
ヤ
型
を
横
に
２
つ
並
べ
た
特
殊

な
構
造
、
配
置
と
な
っ
て
お
り
、
デ
ッ

ド
ス
ペ
ー
ス
が
多
く
、
土
地
利
用
効
率

は
低
く
、
管
理
費
は
高
く
、
改
修
費
用

巨
額
コ
ス
ト
の
ス
ポ
セ
ン
改
修
は
見
直
し
を

コ
ス
ト
削
減
に
配
慮
し
つ
つ
計
画
通
り
進
め
る

ハコモノ
見直し

み
ん
な
で
止
め
よ
う
！

ム
ダ
な
ハ
コ
モ
ノ
政
策
。

「
人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」

実
感
を
み
ん
な
の
心
に
！

知っtocoクイズ当選者
６月定例会号「知っtocoクイズ（No.10）」の正

解は、問１「市民の生活」、問２「48」でした。
正解者26人の中から抽選の結果、次の方にク

オカードを贈りました。
・金子政夫さん　　　　・常盤政明さん
・山崎裕一郎さん　　　・峯岸のり子さん
・春山郁雄さん

　おめでとうございます。

蕨
戸
田
市
医
師
会
の
小お

が
た形

滋し
げ
ひ
こ彦

氏
、
矢や

は
ぎ
の
ぶ
こ

作
伸
子
氏
を

お
招
き
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ

ー
の
活
動
と
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
医
療
・
介
護
現
場
の

現
状
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、

引
き
続
き
市
の
支
援
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。 健

康
福
祉
委
員
会
勉
強
会

※シトラスリボンプロジェクト……新型コロナウイルス感染者や医療従事者への差別や偏見を防ごうと、愛媛の
 　　　　　　　　　　　　　　　有志がつくったプロジェクト

本
市
の
政
策
形
成
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
も
あ
る
牧ま

き
せ
み
の
る

瀬
稔
氏

を
お
招
き
し「
自
治
体
政
策

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
議
員
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
国
際
的
な
取

り
組
み
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
、

自
治
体
の
目
的
で
あ
る「
住

民
福
祉
の
増
進
」
と
の
関
係

性
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。　

議
員
研
修
会

市
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
４
人

（
現
員
６
人
）
と
、
議
長
・
副

議
長
・
議
会
運
営
委
員
長
・

議
会
改
革
特
別
委
員
長
・
議

会
広
報
委
員
長
に
よ
る
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
中
継
や
、
委
員
会
運
営

の
改
善
点
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
内
容
に
つ
い
て
、
活
発
に

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

市
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の
意
見
交
換
会
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題字を書いてくれた人

「とめ・はね・はらい」やバランスをとるのがとて
も難しかったです。

特に「だ」の三、四画目の書く位置や筆の向きを
意識しながら書くことが一番大変でした。

しかし、自分なりに満足のいく作品ができました。

戸田市立喜沢中学校　１年　久
く ぼ

保  ひずるさん

本
紙
は
環
境
に
配
慮
し
、「
大
豆
油
イ
ン
キ
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
が
収
ま
ら

な
い
。
市
内
の
感
染

発
生
状
況
は
リ
ア
ル

で
発
信
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
患
者

数
、
療
養
状
況
、
退
院
・
療
養
終
了
等

の
陽
性
確
認
者
の
情
報
を
も
う
少
し
早

く
発
信
す
る
よ
う
、
市
当
局
に
要
請
し

た
と
こ
ろ
、
少
し
改
善
さ
れ
た
。
市
民

の
た
め
に
最
善
の
努
力
を
。     (

Ｉ)

〒 335-8588　戸田市上戸田 1 丁目 18 番 1 号
メール  gikaijimu@city.toda.saitama.jp
ホームページ　https://www2.city.toda.saitama.jp/gikai/

発行・戸田市議会　編集・議会広報委員会
TEL 048-441-1800（代）FAX 048-433-2212

表紙写真提供：笹目中学校
戸田市

本会議や委員会を傍聴したり、議会だよりや
議会ホームページをご覧いただいて、議会運営
に対する意見の提出などをしていただきます。

【応募資格】次の①②の要件を満たしている方
①18 歳以上の市内在住・在勤・在学している方
(公務員は除く)
②議会の仕組みとその運営、市政や地域社会の
発展に関心のある方

【募集人数】　15人以内

【任　　期】　令和３年２月６日から 1年間　
　　　　　　※報酬なし (図書カード進呈 )
【募集期間】　令和２年 12月７日（月）まで

【申し込み】
｢応募票｣ に住所、氏名、年齢、職業、応募理由、
自己アピール等を記入して、議会事務局へ直接持
参、郵送、ＦＡＸ、電子メールで応募してください。
応募票は議会事務局で配布しているほか、ホーム
ページからもダウンロードできます。※議会事務
局の住所、ＦＡＸ番号、メールアドレス、ホームペー
ジURLは、このページの欄外をご覧ください。

【選考方法】
書類選考の上、決定し、結果は応募者全員へ
通知します。

▲昨年の委嘱状交付式の様子。皆様のご応募をお待ちしています！

12 月定例会の予定
※日程は変更になる場合があります。

11 月24 日 ( 火 )　本会議 ( 開会、議案説明 )
12 月　1 日 ( 火 )　本会議 ( 質疑、請願の提出、委員会付託 )
　　　 2 日 ( 水 )
　　　 3 日 ( 木 )　
　　　 4 日 ( 金 )
　　　 7 日 ( 月 )
　　　 8 日 ( 火 )　常任委員会
　　　 9 日 ( 水 )　特別委員会
　　  16 日 ( 水 )　本会議 ( 委員長報告、討論・採決、閉会 )
          ※開議時間は、いずれも午前 10 時です。

本会議 (一般質問）

市議会モニター募集

お
鍋
の
美
味
し
い
季
節
。
み
な
さ
ん

の
お
う
ち
鍋
の
定
番
は
な
ん
で
す

か
？
私
の
お
う
ち
鍋
は
昔
か
ら
水
炊
き
。

小
さ
い
頃
、
週
５
で
続
い
た
の
が
懐
か

し
い
で
す
…
（
哀
愁
）
コ
ロ
ナ
禍
、
み

ん
な
で
囲
む
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
今
年
も
お
鍋
を
楽
し
み
た
い

で
す
ね
。                          　

(

青)

２
０
１
８
年
ア
ジ
ア
大
会
で
日
本
人

初
の
６
冠
を
達
成
し
た
女
子
競
泳

の
エ
ー
ス
池
江
璃
花
子
選
手
が
、
18
歳

の
と
き
に
自
ら
白
血
病
を
告
白
し
、
長

期
間
の
療
養
を
経
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

徐
々
に
選
手
と
し
て
の
時
間
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
姿
を
見
て
感
動
と
勇
気
を

頂
い
た
。　
　
　
　

                 (

細)

秋
と
い
え
ば
、
月
が
綺
麗
に
見
え
る

季
節
。
今
年
は
10
月
１
日
が
十
五

夜
で
し
た
。
わ
が
家
は
、
古
く
か
ら
廊

下
に
ス
ス
キ
を
飾
り
、
月
見
団
子
や
野

菜
な
ど
を
供
え
家
内
安
全
を
祈
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

の
収
束
を
併
せ
て
祈
り
ま
し
た
。　

(

峯)

市
議
選
４
か
月
後
に
せ
ま
る
！
①
今

回
は
激
戦
？
現
職
の
引
退
少
な
く
、

有
力
新
人
多
い
見
通
し
②
改
選
後
は
会

派
乱
立
？
小
党
派
の
候
補
多
く
、
来
期

の
会
派
構
成
が
見
通
せ
な
い
③
か
つ
て

な
い
選
挙
活
動
に
？
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

集
会
も
握
手
も
ム
リ
。　
　
　

  　

(

Ｓ)
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